
（公財）日本体操協会
令和２年度第２回評議員会議事録

1. 日 時 令和３年３月２９日（月）１４時００分～１４時４５分

2. 場 所 リモート会議（Microsoft Teams利用）

3. 出席者 ＜評議員＞
      大島斎礼、瀧澤康二、柳善二郎、長澤稔子、長谷川輝紀、崇島慎一、

竹谷 一、大橋英記、渡邉一郎、渡邉栄一、田中和子, 望月克己、森 令子、
白石伸三、知念義雄                     １５名

     （欠 席）

コシノヒロコ、早田卓次、加藤澤男、林 直樹、慶野峰晴、鷹西美佳、

藤田正敏（7名）

＜理事・監事・他＞

     具志堅幸司（副会長）、竹内輝明（副会長）、荒木達雄（副会長）、

長谷川洋子（副会長）、山本宜史（専務理事）、岩瀬史子（常務理事）、

竹田幸夫（監事）、高橋史安（監事）、

渡邉榮（事務局長）、守永直人（事務局員）            １０名

4. 資料の確認
報告事項

第１号報告 ２０２１（令和３年）年度予算 

第２号報告 ２０２１－２０２２各委員会委員長選任について

第３号報告 ２０２１世界体操・新体操選手権北九州大会報告

第４号報告 ２０２１年度会議日程について

5. 権限審査
定款第 5章第 24条に基づき本評議員会は評議員２２名中、出席評議員１５名。
評議員会開催の定足数（過半数）に達していることを渡邉事務局長より報告。

6. 役員挨拶
具志堅副会長より以下挨拶があった。



昨年度の事業計画はコロナ禍のため、特に上期は、ほとんどの大会が中止に追い込

まれた。唯一、初の国際大会「Friendship & Solidarity Competition」が、11月
に開催された。コロナ対策を徹底して実施した本大会は他の大会のモデルになり

ました。

２０２１年度は、コロナ禍はまだ先行不透明ですが、４月から国内選考大会も開催

予定ですので、各強化本部は、それぞれの目標に向かって東京五輪を頑張っていく

次第です。

7. 議長選出
定款第 4章第 16条の定めにより、評議委員会議長は、評議員の中から選出すると
定められており、瀧澤康二評議員が、全会一致で議長に選出された。

8. 議事録署名人
定款第 5章第 26条に基づき、議長の瀧澤康二並びに大島斎礼および長谷川輝紀評
議員の 3名を指名し、全員、異議なく承認された。

9. 報告事項
（１）第１号報告 ２０２１（令和３年）年度予算

議長の指名により、渡邉事務局長は資料の説明を行った。

・経常増減

   2021予算  2020予算    増減   （単位：千円）
経常収益 3,098,266 1,650,264 1,448,002  
経常費用 2,909,422 1,447,896 1,461,526  
管理費  160,170    174,338     ▲14,168 
経常増減 28,674     28,030         644 

・経常収益・経常費用の主要科目増減等について説明。

・体操、新体操世界選手権日本（北九州市）開催に伴う増加

・強化本部・委員会等の予算説明 

    ・特記事項（JOC助成金枠等）の説明

以上の報告を受け、議長は質問・意見の有無を議場に諮った。

（大島評議員）男子新体操委員会の強化費予算増額について、アクロ体操委員会で

は、登録者が 19名に対して 10,022千円使っている。男子新体操は
1,100名の登録者もおり、日本で誕生したスポーツでもある。もっ



と、強化費を５百万円位、増額して欲しい。

（渡邊事務局長）男子新体操は、念願の国体に佐賀国体から正式に復帰されるよ

うになった。このことから、更なる普及対策をお願いしており、

今回の御意見を尊重して、前向きに対応をしていく。

（２）第２号報告 ２０２１－２０２２各委員会委員長選任について

議長の指名により、役員選定委員会の荒木副会長より報告があった。

新設委員会は３つ。 

 ①安全環境委員会、 ②機械器具委員会（総務委員会より、分離）、 

 ③１００周年記念事業委員会 

     委員会数は１８となった。 

質問等は、特になかった。

（３）第３号報告 ２０２１世界体操・新体操選手権北九州大会報告

議長の指名により、守永事務局員は予定の報告を行なった、

     第５０回世界体操競技 ：北九州総合体育館 2021.10/18~10/24 
第３８回世界新体操競技：西日本総合展示場 2021.10/27~10/31 

目標：体操を通じて「地域から未来へ」

質問等は、特になかった。

（４）第４号報告 ２０２１年度会議日程等について

議長の指名により、渡邉事務局長は日程の他、以下の報告を行なった。

      年間実施 常務理事会８回、理事会４回、評議員会２回を予定

開催日程は、変更の可能性がありうる。

      質問等は、特になかった。

10. その他（質疑応答）
（長澤評議員）プロダクションに所属する選手の登録について、協会は把握して       

いますか？

（山本専務）現在、登録については、所属および複数の所属団体名の 2つまで登録
しています。



11. 閉会宣言
議長は、すべての議案の終了を確認し、１４時４５分、閉会を宣言した。

令和３年３月２９日  

                      議長      瀧澤 康二

                      議事録署名人  長谷川輝紀

                      議事録署名人  大島 斎礼


